
碧南市保健センター運営協議会 議事録 

 

１ 日時 

 令和８年８月３日（月）午後１時３０分から午後２時１５分まで 

２ 場所  

碧南市役所 ７階 議員大会議室 

３ 出席者及び欠席者 

(1) 出席者（１４名） 

藤浦利吉、長田和久、西中康人、小林 学、岡村 誠、杉浦時雄、杉浦龍一 

宮地秀憲、吉原直希、山端二三子、近藤良伸、石川 徹、牧野 恵、大場浩司 

欠席者（１名） 

楡 孝子 

 (2) 事務局職員 

   こども健康部長 中川英治 

健康課長 石川 麻子 

庶務係長 星野陽子 庶務係主査 角谷健二 

   成人保健係長 若林美代子  

課長補佐兼母子保健係長事務取扱 杉浦あゆみ 

４ 傍聴者（０名） 

５ 協議事項 

 (1) 令和７年度事業結果について 

  (2) 令和８年度事業概要について 

  (3) 第３次へきなん健康づくり２１プランの推進状況について 

  (4) いのち支えるへきなん計画（第２次碧南市自殺対策計画）の進捗状況について 

 (5) その他 

６ 議事の要旨 

(1) 令和７年度事業結果について（資料１） 

   事務局が会議資料１に基づき、保健センター事業の令和７年度事業結果について説

明したところ、委員１名から質問があった。 

  委員Ａ：資料２ページのヒトパピローマウイルス感染症については、接種率が低く、



小学校６年生から早めに案内を送ったほうがいいと思うがどうか。また、

市のほうで接種率を上げる取り組みを何かしているか。 

  事務局：令和７年度はキャッチアップ接種が終了し、標準的な接種期間である中学生

高校生のみで接種率を集計した。接種率が低いことは認識しており、周知

等に努めている。小学校６年生に対する接種券の送付については、検討さ

せていただく。 

その後、質疑はなく、全員挙手により事務局案が承認された。 

(2) 令和８年度事業概要について（資料２） 

   事務局が会議資料２に基づき、保健センター事業の令和８年度事業概要について説

明した。 

   特に質疑はなく、全員挙手により事務局案が承認された。 

(3) 第３次へきなん健康づくり２１プランの推進状況について（資料３） 

 事務局が会議資料３に基づき、第３次へきなん健康づくり２１プランの進捗状況に

ついて説明し、委員１名より質問があった。 

委員Ｂ：喫煙率が改善していない。受動喫煙についてのポスター等を活用してＰＲし

てはどうか。 

事務局：保健センター内には県からの受動喫煙に関するポスターを掲示している。ま

た母子健康手帳交付時には喫煙についての指導や注意喚起を実施している。 

委員Ｂ：煙のないたばこなら受動喫煙はないという認識の人も多い。煙がなくても、

受動喫煙となることをもっとＰＲしてほしい。 

事務局：エビデンスも含めながら周知を行っていく。 

委員Ｂ：出生率が減っているが、市として出生を促すような取り組みやポスター掲示

は行っているか。 

事務局：出生率低下に対する直接的な掲示は行っていないが、少子化対策として不妊

治療助成事業を実施している。 

委員Ｂ：不妊治療助成事業をやっていることを、知らない人も多い。目立つところに

ポスターを張るなど、ＰＲに努めてほしい。 

 その後、質疑はなく、全員挙手により事務局案が承認された。 

(4) いのち支えるへきなん計画（第２次碧南市自殺対策計画）の進捗状況について（資

料４） 



 事務局が会議資料４に基づき、いのち支えるへきなん計画（第２次碧南市自殺対策

計画）の進捗状況について説明し、委員３名より質問があった。 

委員Ｃ：自殺の人数は住民票のある人の数か。 

事務局：住民票のある人。 

委員Ｃ：碧南市では外国籍の方の割合が増えてきている。自殺者数には外国籍の人も

入っているか。分かれば、外国籍の人の人数を教えてほしい。 

事務局：外国籍の人だけの人数は本日の資料にはないが、第２次計画を策定したとき

に、外国籍の自殺者数の割合は少ないと把握している。 

委員Ｂ：自殺された方にはうつ病の人も含まれていると思うが、そういう方の割合は

どれくらいか。 

事務局：うつ病の人の人数は把握していない。碧南市においては、高齢者や生活困窮

者の方が多い傾向がある。 

委員Ｂ：相談窓口はあるのか。 

事務局：随時受付を行っている。 

委員Ｂ：相談窓口がどこにあるか分からないので、できればポスター等で分かりやす

く周知してほしい。 

事務局：保健センター内にはポスターを掲示している。 

    碧南市では、今年度から重層的支援体制整備事業を実施しており、どこの機

関で相談しても、連携して支援へつなげられるよう体制を整備している。 

委員Ｄ：帯状疱疹の任意予防接種費の助成を行っていることをこの会議で初めて知っ

た。もっとＰＲをしてほしい。 

事務局：昨年度から事業を開始し、広報、インターネット、医療機関へのポスター掲

示依頼等で周知を行った。引き続きＰＲに努めていきたい。 

 その後、質疑はなく、全員挙手により事務局案が承認された。 

(5) その他 

   特になし 


